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論 文 内 容 の 要 旨 
ヒト肺炎の原因菌などとして知られるマイコプラズマは、ユニークなメカニズムで宿主動物組織表
面を滑走運動する。このメカニズムはこれまで、主に最速種で淡水魚の病原菌であるマイコプラズ
マ・モービレ（Mycoplasma mobile）により研究されてきた。しかしこれまでこの種では遺伝子の操
作が不可能であるため、研究の自由度は限られていた。 
本研究では遺伝子操作を阻んでいた３つの原因を明らかにし、それぞれに対する解決策を講ずるこ
とでマイコプラズマ・モービレにおける遺伝子操作の系を確立した。さらにこの系を用いて、蛍光標
識により注目するタンパク質の細胞内における挙動を調べることに成功した。これらの系を用いて、
これまでに滑走メカニズムへの関与が示唆されてきた二つのタンパク質、すなわちチューブリンホモ
ログである P42タンパク質（遺伝子コード：MMOB1050）と、ATP合成酵素αサブユニットホモログで
あるタンパク質（遺伝子コード：MMOB1660）が滑走の装置の構成成分であること、を明らかにした。 
本研究で得られた知見は、マイコプラズマ滑走運動メカニズムの理解に具体性を与えた。また本研
究で開発した遺伝子操作の系は、今後のマイコプラズマ滑走運動メカニズム研究に大きく寄与すると
考えられる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
ヒト肺炎の原因菌などとして知られるマイコプラズマは、ユニークなメカニズムで宿主動物組織表
面を滑走運動する。このメカニズムはこれまで、主に最速種で淡水魚の病原菌であるマイコプラズ
マ・モービレ（Mycoplasma mobile）により研究されてきた。しかしこれまでこの種では遺伝子の操
作が不可能であるため、研究の自由度は限られていた。 
本研究では遺伝子操作を阻んでいた３つの原因を明らかにし、それぞれに対する解決策を講ずるこ
とでマイコプラズマ・モービレにおける遺伝子操作の系を確立した。さらにこの系を用いて、蛍光標
識により注目するタンパク質の細胞内における挙動を調べることに成功した。これらの系を用いて、
これまでに滑走メカニズムへの関与が示唆されてきた二つのタンパク質、すなわちチューブリンホモ
ログである P42タンパク質（遺伝子コード：MMOB1050）と、ATP合成酵素αサブユニットホモログで
あるタンパク質（遺伝子コード：MMOB1660）が滑走の装置の構成成分であること、を明らかにした。 
本研究で得られた知見は、マイコプラズマ滑走運動メカニズムの理解に具体性を与えた。また本研究
で開発した遺伝子操作の系は、今後のマイコプラズマ滑走運動メカニズム研究に大きく寄与すると考
えられる。よって本論文は博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
